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1. はじめに

このトレーニングコースでは、最新のブラウザを介して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な構成手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内で要素を操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。
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バージョン通知

n このトレーニングコースは、Blue Prismバージョン6.8とブラウザ拡張機能2.1.0を使用して

開発されました。

n Blue Prismバージョン6.9およびBlue Prismブラウザ拡張バージョン2.2.1には、いくつかの改善点が

追加されています。これらの点については、このトレーニングコースのメインコンテンツでは

触れません。

このトレーニングコースの主な内容は引き続き有効です。

n これらの改善点に関する情報は、このコースの最後にあるバージョン6.9+トレーニング補足に
記載されています。

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。 2
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1. はじめに

多くのビジネスアプリケーションおよび情報ページは、ユーザーがWebブラウザウィンドウを介してアクセスします。

これまでBlue Prismは、 「アプリケーションモデラー」 のHTMLスパイモードを通じて、 「Internet Explorer」 から

アクセスするWebアプリケーションやページを自動化する機能を提供してきました。 他のWebブラウザへの統合
サポートは、さまざまなスパイモードで提供されています。しかし、これはあまり成功しなかったり、パフォーマンスの

問題に直面することがよくありました。

Internet Explorerがサポート終了に近づいているため、Blue Prismが、Google Chrome、Mozilla Firefox、

Microsoft Edgeなど最新のブラウザとやり取りする機能を提供し、開発者がこれらのブラウザを自動化する経験を

積むことが重要でした。

Webベースのスパイモードを使用したGoogle Chrome、Mozilla Firefox、Microsoft Edge (Chromiumバージョン) の
自動化のサポートがBlue Prismで利用できるようになりました (サポートはバージョンに依存します) 。

このトレーニングコースでは、関連するブラウザの設定手順、ブラウザの起動方法と接続方法、選択したブラウザ

要素の操作方法、そして最後にいくつかのオプションの高度なテクニックについて説明します。

これらの各ブラウザとの統合は同じ方法で行われるため、このトレーニング全体を通して、選択した最新のブラウザ

を使用できます。 各ブラウザの設定手順は若干異なるため、このトレーニングコースのセクション2.1では各手順に
ついて説明します。 選択した最新のブラウザに関連する2.1のセクションを完了するだけで利用を開始できます。

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。 3
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

1.1 はじめに：前提条件

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

このトレーニングコースの前提条件は次のとおりです：

• 強化演習を含むBlue Prism Foundation Training を完了している。

• ローカルのBlue Prismトレーニング環境にログインし、有効なBlue Prismライセンスを取得している。

• 互換性のあるバージョンのBlue Prismと、サポートされている最新のブラウザがインストールされている。

• ブラウザ拡張機能をインストールするためのアクセス権/許可がある。

• セクション1.3では、インストールしたBlue Prismのバージョンを識別するための情報と、選択した最新の

ブラウザがサポートされているバージョンであることを確認する方法について説明します。

アップグレードが必要な場合は、Blue Prismのアップグレード手順も提供されます。

• ITチームによってトレーニング環境が設定されている場合、またはデバイスに新しいプログラムを
インストールする権限がない場合は、環境設定のサポートについてITサポートチームに問い合わせる
必要があります (アップグレードが必要な場合) 。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

1.2 はじめに：学習目標

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Blue Prism 最新のブラウザオートメーションのトレーニングコースを修了すると、次のことができます：

• Blue Prism オブジェクトスタジオから新しいブラウザセッションを起動する方法、サポートされているブラウザの

既存のセッションに接続する方法を理解する。

• Blue Prismのブラウザのスパイモードに精通し、Google Chrome、Mozilla Firefox、Microsoft Edge (Chromium) を自動化する際の

ブラウザのスパイモードとその使用方法を理解する。

• ブラウザのスパイモードを使用して、さまざまなブラウザ要素をスパイし、操作する。

• ブラウザのスパイモードを使用するタイミングと、スパイモードを組み合わせて使用すべきタイミングを理解する。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

1.3 はじめに：バージョンの互換性

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

次の表は、ブラウザスパイモードを使用して最新のブラウザと統合できるBlue Prismのバージョンと、バージョンサポートの評価に
使用するブラウザのバージョンを示しています。

Blue Prismバージョン 評価済み
Chromeバージョン

評価済み
Edgeバージョン

評価済み
Firefoxバージョン

6.8.0 81.0.4044.138 83.0.478.37 76.0

6.7.1 80.0.3987.106 - 73.0.1

6.7.0 80.0.3987.106 - 73.0.1

6.6.0 76.0.3809.132 - 67.0/68.0

6.5.1 75.0.3770.142 - 67.0/68.0

6.5.0 73.0.3683.103 - 66.0.3

6.4.2 72.0.3626.109 - 65.0.1

6.4.1 71.0.3626.81 - 64.0.2

6.4.0 68.xから71.x - -

6.3.0 68.xから71.x - -
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

1.4 はじめに： Blue Prismバージョンの識別と更新

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Blue Prismを起動して[ ? ]をクリックしてヘルプ
メニューを表示します。 About メニュー項目を
選択します。

セクション1.3参照：お使いのBlue Prismバージョンが
お使いのブラウザをサポートしていない場合は、
アップグレードする必要があります。
Blue Prismのアップグレードについては、
手順3 - 12を参照してください。

ブラウザを開き、Blue Prism Digital Exchange
( https://digitalexchange.blueprism.com/ )に
移動します。

ログインをクリックし、通常のポータルアカウントを
使用してサインインします。

検索バーを使用して、 Learning Edition を
検索します。

詳細はこちらをクリックします。
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1.4 はじめに： Blue Prismバージョンの識別と更新

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Get Learning Edition をクリックします。 フォームの必須フィールド (*) を入力し、
送信をクリックします。

Blue Prism Learning Editionのインストール手順
が記載されたEメールが送信されます
(最大24時間かかる場合があります) 。

Eメールに記載されている
Blue Prismのダウンロードリンクを使用して、
Blue Prism Learning Editionの最新バージョンを
ダウンロードしてください。

Download (X 64) 64-Bitをクリックして、
Blue Prism Learning Edition (V 6.8+) の
ダウンロードを開始します。

実行 をクリックして、画面の指示に従います。
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1.5 はじめに：最新のブラウザバージョンがサポートされているか確認する

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

• セクション1.5.1、1.5.2および1.5.3には、お使いのブラウザがBlue Prismでサポートされているかどうかを確認する
手順が記載されています。ブラウザの選択に関連するセクションのみを確認する必要があります。

• セクション1.3の情報を使用して、ご使用のブラウザのインストールがサポートされているかどうかを確認します。

• ブラウザソフトウェアのアップデートは、ソフトウェアプロバイダから入手できます。

1.5.1 はじめに：Google Chromeのバージョンを識別する (任意)

Google Chromeを起動して３つのドットをクリック
してブラウザメニューを開き、 設定 を選択します。

Chromeについてをクリックします。 インストールされているバージョンがBlue Prism
でサポートされていることを確認します。そうで
ない場合は、Google Chromeをアップグレード
してトレーニングを続行する必要があります。
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1.5.2 はじめに：Mozilla Firefoxのバージョンを識別する (任意)

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

リンクメニューから Firefoxについてを選択します。Mozilla Firefoxを起動し、ハンバーガーアイコンを
クリックしてブラウザメニューを開き、
ヘルプ オプションを選択します。
。

Microsoft Edgeを起動し、３つのドットをクリックして
ブラウザメニューを開きます。設定 メニュー項目を
選択します。

Microsoft Edgeについてをクリックします。 インストールされているバージョンがChromiumであり、
Blue Prismでサポートされていることを確認します。
そうでない場合は、Microsoft Edgeをアップグレードして
続行する必要があります。

インストールされているバージョンがBlue Prismでサポート
されていることを確認します。そうでない場合は、Mozilla 
Firefoxをアップグレードして続行する必要があります。

1.5.3 はじめに：Microsoft Edgeのバージョンを識別する (任意)
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2. Blue Prism ブラウザ拡張機能

このセクションでは、Blue Prism を Google Chrome、Mozilla Firefox、

Microsoft Edgeなどの最新のブラウザと統合するために使用できる

Blue Prism ブラウザ拡張機能について説明します。

このセクションの情報は、お使いのトレーニング環境に任意のブラウザ用の

Blue Prism ブラウザ拡張機能をインストールする際に役立ちます。

v 1.01 (2020)

© 2020 Blue Prism株式会社。配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

2 Blue Prism 拡張機能：概要

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

• Blue Prism®から提供されるBlue Prismブラウザ拡張機能を使用すると、最新のWebブラウザからアクセスされるWebページや
アプリケーションの自動化をネイティブでサポートできます。

• この拡張機能により、Blue Prism は、Google Chrome、Mozilla Firefox、Microsoft Edge (Chromium) で表示されるWebページや
アプリケーションとのやり取りが可能になります。この操作は、ブラウザスパイモードを使用したアプリケーションモデラーに

よって可能になります。ブラウザスパイモードは、HTMLスパイモードがInternet Explorerで機能するのと同様に機能します。

• Blue Prismのブラウザ拡張機能は、Blue Prismとブラウザ間の接続を確立し、Blue PrismがWebページやアプリケーションと
やり取りできるようにして、データの交換や要素の操作を可能にします。

• ブラウザスパイモードは、一般的に最新のブラウザとの統合パフォーマンスが最高になります。

ただし、必要に応じて、他のスパイモードを使用してこれらのブラウザを自動化することもできます。

• Blue Prismブラウザ拡張機能でサポートされているバージョンのリストについては、セクション1.3を参照してください。

• ブラウザ拡張機能を使用できない古いバージョンのGoogle Chrome、Mozilla Firefox、およびMicrosoft Edgeの自動化は、

Active AccessibilityおよびUI Automationスパイモードを使用して自動化できます。

• Internet Explorerの自動化は、HTMLスパイモードを使用して引き続き実現されます。

しかし、Microsoftによると、Internet Explorerのサポート終了が近づいています。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

2.1 Blue Prism 拡張機能：Blue Prism 拡張機能のインストール

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

• このトレーニングの編集時点では、Microsoft Edge用のBlue Prismブラウザ拡張機能はMicrosoftストアでは

利用できなかったため、Chromeストアからインストールします。

これは完全に安全であり、この拡張機能はまもなくMicrosoftストアに追加されます。

• Blue Prism V6.9.0以降をインストールする場合は、通常のBlue Prismインストーラーを使用して

ブラウザ拡張機能をインストールできます。

• Blue Prismブラウザ拡張機能は、サポートされているブラウザの1つを使用してプロセスを構成および自動化するために
使用される、すべてのデジタルワーカーおよびインタラクティブクライアントにインストールする必要があります。

• ITチームは、すべてのデジタルワーカーにBlue Prismブラウザ拡張機能をインストールする責任を負う場合があります。

• 次のスライドの手順は、ローカルトレーニング環境にブラウザ拡張機能をインストールするのに役立ちます。
このトレーニングを続行する前に、この手順を完了する必要があります。

• このトレーニングで使用するために、選択したブラウザの拡張機能をインストールするだけで利用が開始できます。

• ローカルトレーニング環境にブラウザ拡張機能をインストールする権限がない場合は、
ITチームにリクエストを依頼する必要があります。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

2.1.1 Blue Prism 拡張機能：Google Chrome 拡張機能のインストール(任意)

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Google Chromeを起動します (  管理者として実行
オプションを使用する必要がある場合があります) 。
開いたら、3つのドットをクリックしてブラウザメニュ
ーを開きます。

メニュー項目からその他のツール ➡ 拡張機能 を
選択します。拡張機能ページが開いたら、
開発者モード をオンの位置にスライドさせます。

Blue Prism ブラウザ拡張機能がインストールされて
いて、それがサポートされているバージョンである
場合は、このモジュールを終了します。それ以外の
場合は手順4に進んでください。

拡張機能のハンバーガーメニューをクリックし、
Chromeウェブストアを開く オプションを選択します。
Chromeウェブストアが開いたら、Blue Prism Browserを
検索します。

検索結果でBlue Prism Browser Extensionを探し、
Chromeに追加 ボタンをクリックします。

プロンプトが表示されたら、拡張子の追加 をクリック
します。拡張機能がインストールされると、
確認メッセージが表示されます。
これでGoogle Chromeを閉じることができます。

14



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

2.1.2 Blue Prism 拡張機能：Mozilla Firefox 拡張機能のインストール(任意)

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Mozilla Firefoxを起動します (  管理者として実行
オプションを使用する必要がある場合があります) 。
開いたら、ハンバーガーのアイコンをクリックして

ブラウザメニューを開きます。

設定アイコンをクリックし、ファイルからアドオンを
インストール… を選択します。 Blue Prismのインストール
フォルダに移動します。

ファイル FirefoxPlugin.xpi を探して選択し、開くを
クリックします。ファイルが見つからない場合は、
続行する前にBlue Prismインストーラーを再度実行して
プラグインファイルを作成する必要があります。

確認メッセージで追加ボタンをクリックします。 確認メッセージウィンドウで OK をクリックし、
Firefoxを閉じます。

メニュー項目からアドオンを選択します。Blue Prism 
ブラウザ拡張機能がインストールされていて、それがサポ
ートされているバージョンの場合は、このモジュールを
終了します。それ以外の場合は手順3に進んでください。
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2.1.3 Blue Prism 拡張機能： Microsoft Edge 拡張機能のインストール(任意)
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Microsoft Edgeを起動します (  管理者として実行
オプションを使用する必要がある場合があります) 。
開いたら、3つのドットをクリックしてブラウザ
メニューを開きます。

メニュー項目から拡張機能 を選択します。
開発モードをスライドさせてオンの位置にします。
ブラウザ拡張機能を使用するには、オンのままに
しておく必要があります。

他のストアからの拡張を許可するをオンの位置に
スライドさせます。警告メッセージが表示された場合は、
許可ボタンをクリックします。

Chrome ウェブストアのリンクをクリックします。
Search Extensions領域にBlue Prism Browserと
入力し、Enterキーを押します。

Chromeに追加ボタンをクリックします。なお、
拡張機能はChromeウェブストアからMicrosoft Edge 
Chromiumバージョン (2020年1月) にのみ追加できます。

プロンプトが表示されたら、拡張機能の追加 を
クリックします。拡張機能がインストールされると、
確認メッセージが表示されます。
これで、Microsoft Edgeを閉じることができます。
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3. セッションの初期化

このセクションでは、選択した最新のブラウザとの接続を形成するために使用する

アプリケーションモデルの作成について学習します。

次に、オブジェクト図でこのアプリケーションモデルを使用してブラウザのセッションを起動し、

既存のセッションに接続する方法について説明します。

最後に、標準の起動方法で問題が発生した場合に使用できる、ブラウザセッションを

起動するための別の方法について説明します。

v 1.01 (2020)

© 2020 Blue Prism株式会社。配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。
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3 セッションの初期化

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Blue Prismからのブラウザセッションの初期化は、オブジェクトスタジオのアプリケーションモデラーを介して、
他のタイプのアプリケーションと同じ方法で処理されます。

次のスライドでは、 ブラウザの新しいセッションの起動や、既存のブラウザセッションへの接続に使用される
アプリケーションモデルの作成について説明します。

このトレーニングでは、次のアドレスからアクセスできるBP Travel Webアプリケーションを使用します。

http://bptravel.blueprism.com. 

3.1 セッション初期化： アプリケーションモデラーウィザード

演習1：新しいアプリケーションモデルの作成

新しいビジネスオブジェクトを作成し、

BP Travel-Basic Actions という名前を付けます。

新しいビジネスオブジェクトを開き、
アプリケーションモデラー ボタンをクリックし、
続いて次へ> をクリックします。

ブラウザベースのアプリケーション(Chrome、Firefox、
またはEdge Chromium) オプションを選択し、
次へ> をクリックします。

18
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3.1 セッションの初期化： アプリケーションモデラーウィザード

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

実行可能ファイルから起動されたブラウザー
オプションを選択し、続いて次へ> を
選択します。

参照をクリックし、ブラウザのインストールフォルダに移動
します。ブラウザ実行ファイル(*.exe) を選択し、開くを
クリックします。インストールフォルダとブラウザ*.exeの
名前の詳細については、次のスライドを参照してください。

選択したブラウザ実行可能ファイルへのパスが

返されます。 次に、次へ> をクリックします。

BP TravelアプリケーションのURL 
(http://bptravel.blueprism.comand) を入力し、
次へ>をクリックします。

次へ> をクリックし、完了 をクリックします。 アプリケーションモデラーウィンドウが表示されます。
起動をクリックして、アプリケーションモデルを
テストします。
BP Travel がブラウザに読み込まれます。

19
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3.1 セッションの初期化： アプリケーションモデラーウィザード

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

次の表に、サポートされている最新の各ブラウザの標準インストールパスと、ブラウザの実行可能ファイル名を示します。
この情報は、ビジネスオブジェクト アプリケーションモデルを構成する際に必要です。

演習1：要約
演習1で完了した手順により、基本的なBlue Prismアプリケーションモデルを作成されました：

• 最新のブラウザを起動し、Blue Prismとブラウザセッション間の接続を作成します。

• ブラウザウィンドウを [BP Travel] に移動します。

ブラウザ名 標準インストールフォルダ ブラウザ*.exe名

Google Chrome C:¥Program Files (x 86) ¥Google¥Chrome¥Application chrome.exe

Mozilla Firefox C:¥Program Files¥Mozilla Firefox firefox.exe

Microsoft Edge C:¥Program Files (x 86) ¥Microsoft¥Edge¥Application msedge.exe

20
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3.2 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションの起動

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

ブラウザの基本的なアプリケーションモデルを作成したら、選択したブラウザをオブジェクト図から起動する方法と、

起動アクションで使用可能なオプションまたは入力を確認します。

オブジェクト図では、標準のBlue Prismの操作ステージ を使用してブラウザを起動します。

操作ステージで使用可能な起動アクションを使用して、

ブラウザのセッションを起動します。

Blue Prism 操作ステージ

最上部のアプリケーションエクスプローラの

ツリー表示項目をアクションの要素列にドラッグすると、

起動アクションがアクションのドロップダウンに

表示されます。

起動アクションには、いくつかのアクション入力を使用できます：

Blue Prism 操作ステージ - 起動アクションが構成されたプロパティウィンドウ

これらの入力については、次のスライドで説明します。
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3.2 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションの起動
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起動アクション入力：

Path入力
• オブジェクト図では、Path入力を使用して、実行時にブラウザの実行可能ファイルパスを
アプリケーションモデルに渡すことができます。

• Path入力を使用して指定された値は、以前にアプリケーションモデラーで設定された既存のパスを上書きします。
• このオプションは、プロセスが環境変数を使用して関連する環境情報を提供できるため、開発環境、
テスト環境、または本番環境が調整されていない場合 (起動するプログラムのインストールパスが異なる場合)に
便利です。

CommandLineParams入力
• CommandLineParams入力は、プログラムの起動中に、ターゲットプログラムに値または事前定義されたフラグを
渡す機能を提供します。 これらのフラグは、ターゲットプログラムの動作や外観に影響します。

• インターネットで簡単に検索すると、ターゲットプログラムの有効なコマンドラインの完全なリストが
表示されます。

ProcessMode入力
• ProcessMode入力はBlue Prismブラウザ拡張機能と互換性がありません。
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3.2 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションの起動
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演習2：起動アクションの作成

BP Travel-BasicActions ビジネスオブジェクト を
開き、アクション1の名前を起動 に変更します。
操作ステージを追加し、起動アクションを構成
します。

ステージをリンクし、変更を保存します。

演習2：要約

基本的なアプリケーションモデルから、次の操作を実行できます。

ここで、アクションをステップ実行して、選択した

ブラウザでBP Travelが起動することをテストします。
テストが完了したら、ブラウザセッションを閉じて
アクションをリセットします。

• アクション図内からブラウザを起動し、Blue Prismとブラウザセッション間の接続を作成します。
また、ブラウザウィンドウで BP Travel に移動することもできます。

23

起動アクションには、Blue Prismがブラウザを正常に起動したこと、および予期したページが表示されていることを確認する

ために、フロー図に復元性が組み込まれている必要があります。 この演習では、基本的な起動アクションを作成し、

後で復元性を追加します。
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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Blue Prismを使用して自動化した他のアプリケーションと同様に、ブラウザの既存のセッションに、オブジェクトのアタッチを

必要とする場合があります。 これは、操作ステージのアタッチアクションで通常の方法で実行されます。

Blue Prism 操作ステージ

ブラウザを起動するために、以前に作成したアプリケーションモデルを使用して、実行中のセッションに

アタッチすることもできます。 複数ビジネスオブジェクトの設計アプローチを使用する場合と同じ方法で、

ブラウザの既存のセッションに無制限の追加のビジネスオブジェクトをアタッチできます。

操作ステージのアタッチ アクションを使用して、ブラウザの

既存のセッションにアタッチします。

一番上のアプリケーションエクスプローラのツリー表示項目を

アクション要素列にドラッグすると、アタッチ アクションが

アクションのドロップダウンに表示されます。

アタッチアクションでは、いくつかのアクション入力を使用
できます。そのうちのいくつかは右の図で使用されています。

これらの入力の一部は、ブラウザの既存のセッションとの

アタッチを確立するために重要です。次のスライドでは、

これらの主要な入力について説明します。

Blue Prism 操作ステージ - アタッチアタッチが構成されたプロパティウィンドウ
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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ウィンドウタイトル（コレクションとして）
ウィンドウタイトル（コレクションとして）入力を使用して、アタッチ先の正しいアプリケーションウィンドウを識別するために使用できる

ウィンドウタイトルのコレクションをアタッチアクションに指定できます。

アタッチアクションはコレクション行の値を使用して、一致するウィンドウを検索します。 これは、ブラウザアプリケーションで複数の

ウィンドウタイトルが表示される場合に便利です。

下の図は、BP Travelアプリケーションに3つのウィンドウタイトルがあることを示しています。

現在のウィンドウタイトルはBP Travel-Create Quoteです。アタッチアクションは、ウィンドウタイトルコレクションの値を使用して、

存在するウィンドウを識別し、これにアタッチします。

図では、各ウィンドウタイトルにワイルドカード (*) 記号が追加されています。
これについては後程説明します。
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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ウィンドウタイトル
ウィンドウタイトル（コレクション）を使用してMicrosoft Edgeのセッションにアタッチする場合と同様に、アタッチしようとすると
ウィンドウタイトルが常に同じ値で表示されることがわかっている場合は、ウィンドウタイトル入力を使用して、アタッチアクションで
使用する単一のウィンドウタイトルを指定できます。

次の図は、BP TravelアプリケーションのウィンドウタイトルがBP Travel-Create Quoteであることを示しています。アタッチアクションは

ウィンドウタイトルデータアイテムの値を使用して、アタッチする正しいウィンドウを識別します。

ウィンドウタイトル入力でのワイルドカード (*) 記号の使用方法については、このセクションの最後のスライドで説明します！
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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プロセス名
プロセス名入力は、ビジネスオブジェクトをアプリケーションにアタッチするために使用し、アプリケーションに関連付けられた

Windowsプロセス名を含む必要があります。 このプロセス名は、Windowsタスクマネージャの 詳細 タブで確認できます。

Windowsタスクマネージャでブラウザのプロセス名を検索する

27

ブラウザセッションにアタッチするときの原則として、プロセス名とWindowsタイトル (コレクション) またはプロセス名と

Windowsタイトルの入力の組み合わせを常に使用してください。
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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ワイルドカード

標準のBlue Prismワイルドカード記号は、ウィンドウタイトルまたはウィンドウタイトル（コレクション）入力を使用して
ブラウザセッションにアタッチするときに使用できます。

ワイルドカードを使用すると、タブ名には表示されない追加情報がウィンドウタイトルに追加されるため、ブラウザセッションに
アタッチする際に役立ちます。 この追加情報は、Windowsタスクマネージャで表示できますが、時間を節約するために、入力で
提供されたタブ名に* (アスタリスク記号) を追加するだけで済みます。
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Blue Prismワイルドカード記号は次のとおりです：

• * (アスタリスク記号) は、任意の文字または文字を表さないワイルドカード式と一致します。
• ? (疑問符記号) は、？が任意の1文字に一致するワイルドカード式と一致します。

• # (ハッシュ記号) は、#が任意の1つの数字に一致するワイルドカード式と一致します。
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3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ
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演習3：アタッチアクションを作成する

BP Travel-Basic Actions ビジネスオブジェクトを開き、
アタッチ という名前の新しいアクションを追加します。

操作ステージを追加し、ステージをリンクします。

操作ステージのプロパティを開き、ウィンドウタイトル
とプロセス名の入力を使用してアタッチアクションを

設定し、BP Travelログインページにアタッチします。

アタッチアクションは、この図のようになります。
変更を保存します。

起動アクションを実行してからリセット、デタッチの

順に押して、オブジェクトをブラウザから切断します。
次に、アタッチアクションを実行して、BP Travel

ログインページへのアタッチを確認します。

アタッチアクションに復元性を追加して、アタッチする前

にオブジェクトが既にBP Travelにアタッチされているか
どうかを確認します。 変更を保存します。

29



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

3.3 セッションの初期化：Blue Prismでのブラウザセッションへのアタッチ

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

演習3：要約

基本的なアプリケーションモデルで次のようなことができるようになりました：

• プロセス名とウィンドウタイトル入力を使用して、アクション図をBP Travelアプリケーションの既存のセッションに
アタッチできるようになりました。

他のアプリケーションタイプと同じように、操作ステージを介して、ブラウザでWebアプリケーションとページを起動できる必要が

あります。この標準的な方法で問題が発生した場合は、Webアプリケーションをブラウザから直接起動する必要があり、Blue Prismを

このウィンドウに接続できる場合があることに注意してください。 これを実現するには、Blue PrismのUtilityビジネスオブジェクト、

Utility - Environment を使用します。

このビジネスオブジェクトには、ブラウザアプリケーションの起動に使用できる Start Process という名前のアクションが含まれて
います。アクションは、起動方法に影響を与える入力値を使用してブラウザを起動する機能も提供します。

これらはコマンドライン引数と呼ばれ、Webページアドレスを指定するために使用できます。

次のスライドの図では、Start Process アクションを使用してブラウザセッションを起動し、Arguments 入力を使用してBP Travelに

移動してWebページのアドレスを指定しています。 一度起動すると、ビジネスオブジェクトはブラウザセッションにアタッチされない
ため、セッションに接続するにはアタッチアクションも実行する必要があります。

30
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3.4 セッションの初期化：プロセス名を使用した起動

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Start Processアクションを使用してBP Travelセッションを起動する例
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4. ブラウザとの統合

このセクションでは、ブラウザを使用してWebアプリケーションとページを自動化するときに

使用できるさまざまなBlue Prismスパイモードについて学習します。

次に、様々なスパイモードを切り替える方法を学習し、スパイモードの選択に関する

一般的なガイダンスを確認します。

最後に、 ブラウザのスパイモードでスパイする際の問題を解決する方法について

説明します。

v 1.01 (2020)

© 2020 Blue Prism株式会社。配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

4 ブラウザとの統合：スパイモード

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

ブラウザ統合では、次の4つのスパイモードを使用できます：

• Win 32モードは、メインのブラウザウィンドウおよびウィンドウコントロールとの統合を有効にしますが、

Webアプリケーションまたはページ自体の要素との統合は有効にしません。

• ブラウザモードは、Webアプリケーションまたはページ内のHTML要素は認識しますが、

外側のウィンドウまたはウィンドウコントロールは認識しません。

• UI オートメーションモードは、最新のWindowsまたはブラウザアプリケーションのほとんどでうまく動作し、
ウィンドウやウィンドウコントロール、およびアプリケーションに含まれる要素と統合できます。

• 領域モードは、ブラウザモードおよびUIオートメーションモードがブラウザアプリケーションまたはページと互換性がない場合に、
サーフェスオートメーションを実行するために使用できます。

アプリケーションモデラーで要素ツリーを構築する際に、使用可能なスパイモードを組み合わせて使用することが

合理的な場合がありますが、これはまったく問題ありません。 同じアプリケーションモデルで複数のスパイを使用している

場合は、 「警告メッセージ (WIN 32) 」 など、スパイに使用されたモードを示す接尾辞を使用して要素に名前を付けると

便利です。 大規模なアプリケーションモデルでは、HTML要素にマークを付けず、Win 32またはUIAモードで

スパイされている要素にのみ接尾辞を適用するのが現実的です。
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

4.1 ブラウザとの統合：使用するスパイモードをどのように決定するのでしょうか?

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

ブラウザからWebアプリケーションまたはページを操作するときに使用するスパイモードを選択する場合、明確に定義されたルールは
ありません。速度とリソースの点で最高のパフォーマンスを実現し、統合を最大限に成功させることができるスパイモードを使用する
必要があります。

参考として、Webアプリケーションまたはページ内でHTML要素を操作する場合は、HTML要素用に設計されており、

これらの要素との統合に堅牢であるブラウザモードを最初に選択する必要があります。

4.2 ブラウザとの統合：スパイモードの切り替え

ブラウザとの統合時にアプリケーションモデラーのスパイモードを切り替える方法は、他のアプリケーションタイプと同じです。

アプリケーションモデラーの 識別 ボタンをクリックすると、 [Alt] キーを使用して、そのアプリケーションまたは要素タイプで

使用可能なスパイモードを切り替えることができます。 デフォルトのスパイモードが最初に表示されますが、

これはスパイしようとしているアプリケーションまたは要素のタイプによって決定されます。

Webアプリケーションまたはページをスパイする場合は、ブラウザモードがデフォルトで選択されます。

現在選択されているスパイモードは明確に識別可能です。次のようなフローティング表示される情報ボックスに注意してください。

Blue Prism スパイモード フローティング識別子

34



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

4.3 ブラウザとの統合：ブラウザのスパイモードでのスパイの問題

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

同じBlue Prismビジネスオブジェクトで起動されていないブラウザセッションや、Blue Prism以外で起動されたブラウザセッションに

接続することはできますが、システム設定の 固定ブラウザーの拡張ポート（31924）のみを使用 が有効になっている場合に限ります。

これは、Blue Prism ブラウザ拡張機能がBlue Prismとの通信に使用するポートを認識する必要があるためです。

Blue Prismを使用してブラウザを起動する場合、Blue Prismはどのポートを使用して通信するかをブラウザ拡張に指示します。

ブラウザの既存のセッションに接続する場合、このポート情報は使用できないため、固定ポート31924を使用する必要があります。
この設定は以下の手順で有効にできます：

固定ブラウザーの拡張ポート（31924）のみを使用
のチェックボックスをオンにして、OKをクリック
します。

ここでBluePrismを再起動します。

Blue Prismのシステム→設定エリアにアクセスし、

ブラウザー拡張機能コネクティビティセクションを
探します。
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4.4 ブラウザとの統合：一般的なスパイの問題

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

スパイ操作中に予期せぬ問題が発生し、すべてのスパイモードで要素を識別できなくなることがあります。

この場合、アプリケーションモデラーに接続された追加機能を使用して、UI オートメーションモードで要素を識別できます。

この機能はUI オートメーションナビゲーターと呼ばれ、アプリケーションモデラーの 識別 ボタンの下向き矢印をクリックすると
表示されるポップアップメニューからアクセスできます。

UI Automation Navigatorを開く

UI オートメーションナビゲーターを開くと、アプリケーションのすべての要素がスキャンされます。 検出された要素のツリー構造の

リストが表示され、そこから選択してアプリケーションモデラーで要素フィンガープリントを作成できます。

ツリーで要素を選択すると、関連する属性が表示され、アプリケーションウィンドウでその要素がハイライト表示されます。
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4.4 ブラウザとの統合：一般的なスパイの問題

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

UI Automation Navigatorを使用した要素の識別

下の図は、要素ツリーで選択された編集要素を示しており、アプリケーションウィンドウ内でハイライト表示されています。
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4.4 ブラウザとの統合：一般的なスパイの問題
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要素ツリーから正しい要素を選択したら、OK をクリックして属性情報を通常のアプリケーションモデラー画面に戻します。

通常は、一致する属性を確認し、必要に応じてこれらを調整して、固有の一致を取得する必要があります。

UI Automation Navigatorから返される要素属性

UI オートメーションナビゲーターには非表示の要素が表示されるため、ターゲットアプリケーションが

これらの非表示の要素を使用する場合に特に役立ちます。
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5. アプリケーションモデラーの属性

このセクションでは、ブラウザスパイモードを使用している場合に、

アプリケーションモデラーでWebブラウザの要素属性を照合する際に

役立つヒントをいくつか紹介します。

v 1.01 (2020)
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5.1 アプリケーションモデラー属性：Webパス/XPath属性と動的パス

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

Blue Prismバージョン6.9以降では Webパス属性またはWebパス/XPath属性と呼ばれていますが、これはコンピュータ上の

ファイルへのファイルパスのようなもので、HTMLページ内のWeb要素への位置決めのようなものです。 Webパス値には、

Webページの構造を構築するために使用されるHTMLタグが含まれます。 HTMLタグを理解する必要はありません。

Webアプリケーションまたはページが単純な場合 (動的ではなく、変更される可能性が低い場合) は、Webパス属性を使用して
HTML要素を照合できます。 Webパス属性を使用して要素を一致させると、相互作用は高速になりますが、

Webページは基本構造内で静的である必要があります。

パスの変更箇所を見つける必要がある場合は、メモ帳などのテキストエディタを使用すると便利です。 たとえば、以前は動作していた

要素をスパイしていたが、現在は動作しなくなった場合、動作していたパスと現在のパスをメモ帳に貼り付けて比較できます。
多くの場合、唯一の違いは1桁だけです。 この問題を回避するには、要素のWebパス属性に動的な値を使用します。

動的なWebパス属性を持つ要素の場合、Webページのセクション内の1つの要素のパスを取得し、これを使用して同じセクション内の

他の要素のパスを動的に設定すると便利です。 たとえば、1つの要素を使用して、テーブルの列の値を読み取ることができます。

次のスクリーンショットは、テーブルの列内にある2つの個別の要素のWebパス属性を示しています。1つは最初の行用で、

もう1つは2番目の行用です。

メモ帳での複数の要素のWebパス値の比較
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5.1 アプリケーションモデラー属性：Webパス/XPath属性と動的パス
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動的Webパス値を使用して照合する例

41

2つのWebパス値の唯一の違いは、HTMLタグTR [ ] 内に保持されている数字です。 1ずつ増加するパターンは、HTML表の各行に

共通です。 つまり、1つのテーブルのセルをスパイし、 Webパスの一致タイプを 動的に設定できます。

次にこの単一の要素を使用して、値を読み取りながらテーブル内を移動します。 これを行うには、初期値が1のデータアイテムの
形式のカウンターを使用する必要があります。 カウンターのデータアイテムの値は、次の図に示すように、各ループで1ずつ増加し、

TR [ ] 固定行の値を置き換えます。
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5.1 アプリケーションモデラー属性：Webパス/XPath属性と動的パス
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読み取りステージの周囲にブロックを配置して、発生した例外をキャプチャできます。 これは通常、パスが何度もインクリメントされて、
新しいパスの要素が存在しないことを示します。 たとえば、リストまたはテーブルの末尾に達している可能性があります。 ブロックを
使用すると、例外をキャプチャして適切なアクションを実行できます。

表の行の末尾を認識するためのブロック・ステージの使用例

• Webパス/XPath属性で使用されるすべてのHTMLタグを理解する必要はありません。ただし、標準のタグセットを理解し

ておくと役立つ場合があります。 これらのリストと説明は、このトレーニングコースの

「付録」セクションにあります。

• 上級ユーザーの場合は、XPath関数を使用して、Webパス/XPath属性を使用して照合できます。

これについては、このコースの最後にあるオプションの高度なトレーニングセクションで説明します。
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5.2 アプリケーションモデラー属性：Webページアドレス
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5.3 アプリケーションモデラー属性：マッチインデックス

Webサイトの構造によっては、スパイされた要素のWebページアドレスが一致しない場合があります。

この不一致には、次のような理由があります。

• URLが動的で、Webアプリケーションが、アクセスされるたびに新しいURLを生成します。
• Webアプリケーションに、開発、テスト、および本番環境があり、それぞれに固有のURLがあります。

URLが変更された場合に発生する問題を防ぐために、通常はアプリケーションモデラーでスパイされている要素の
Webページアドレス属性のマッチ?列をオフにすると便利です。

マッチインデックス属性を有効にすると、ハイライト操作中に1つの要素に対して複数の一致が検出され、Blue Prismの

「一致するWeb要素が複数見つかりました」 エラーが表示される場合に、その要素との固有の一致を取得するのに役立ちます。

ハイライト操作中に複数一致エラーが発生しました
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5.3 アプリケーションモデラー属性：マッチインデックス
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Blue Prismは、開発者によって定義されたアプリケーションモデルで選択されたものと一致する属性を持つ、ターゲット
アプリケーション内の要素を検索します。 一致する要素が複数見つかった場合は、ハイライト操作中に各要素がハイライトされます。

マッチインデックス属性を有効にすると、1つの要素のみがハイライトされます。 マッチインデックスの値を1に設定した場合、
Blue Prismは一致する最初の要素が見つかるとすぐに、アプリケーションによる要素の検索を停止します。 2に設定した場合、
一致する2番目の要素が見つかると検索が停止し、その要素はハイライト表示され、最初の要素は無視されます。
マッチインデックスの値は、必要に応じて開発者が調整できます。 これは、互いに区別するのが難しい
複数の要素を操作する際に非常に便利です。

最初に検出された要素に一致するマッチインデックス属性を使用した一意の一致

この属性を使用して要素を一致させると、ターゲットアプリケーションに対する検索問合せの範囲が縮小されるため、

パフォーマンスが大幅に向上します。
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5.4 アプリケーションモデラー属性：Web要素タイプ
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5.5 アプリケーションモデラー属性：Web ID

Web要素タイプ属性は、照合プロセスで考慮するWeb要素のタイプを識別するため、通常は、照合プロセスを高速化するために、

常に照合基準の一部として使用する必要があります。 これは、照合プロセスではこのWeb要素タイプの要素のみが考慮されるため

です。

Web要素タイプは、 Webパス属性内の最後のタグと常に一致します。

「Web要素タイプ」 属性、 「Webパス」 属性の最後のタグと一致

Web ID属性を使用して要素を照合すると、ターゲットアプリケーションとの相互作用を高速化できます。

一部のWebアプリケーションでは、要素に一意のWeb IDを割り当てるため、Blue Prism開発者はWeb ID属性を使用して信頼性の高い

一致を作成できます。 ただし、一部のアプリケーションではWeb ID属性が動的である可能性があるため、この属性との照合は、

値がセッション間で変更される可能性があるため、信頼性が低い場合があります。

Web ID値が静的か動的かを識別するには、要素をスパイした後でページをリロードします。

45



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

5.6 アプリケーションモデラー属性：Webクラス
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5.7 アプリケーションモデラー属性：Web入力タイプ

Web ID属性と同様に、一部のWebアプリケーションには静的なWebクラス名を持つ要素が含まれています。 ただし、一部の
アプリケーションにはWebクラス名が変更される要素が含まれているため、この属性を使用してアプリケーションモデルを
構築する場合は注意が必要です。

Web 入力タイプ属性には、スパイされた要素のWeb要素タイプがINPUTの場合に値が含まれます。この値は入力要素のタイプを
識別し、一致クエリで考慮する要素の数を減らすため、相互作用を高速化するのに役立ちます。 Web入力タイプに表示される値は、
テキスト、チェックボックス、およびラジオです。

Webテキスト属性には、要素によって表示されるテキストが含まれます。たとえば、ページタイトル領域に 「Blue Prism」 という単語が
含まれていた場合、Webテキストの値は 「Blue Prism」 になります。

5.8 アプリケーションモデラー属性：Webテキスト
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6. HTML要素の操作

このセクションでは、データテーブルを含むさまざまなHTMLページ要素を操作

する方法と、新しいページアドレス (URL) に移動する方法について説明します。

v 1.01 (2020)
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

6 HTML要素の操作：はじめに
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この節では、Webアプリケーションまたはページを操作するときに使用できるいくつかの手法について説明します。

ブラウザウィンドウに表示されるアプリケーションとWebページは、さまざまな要素タイプとフィールドで構成されています。

これらのページの構築に使用されるコードは、ハイパーテキストマークアップ言語と呼ばれ、HTMLと略されます。
ブラウザウィンドウ内のすべてのフィールドと要素は、HTML要素として分類されます。

ブラウザスパイモードを使用してHTML要素を操作する場合は、プレースホルダHTMLやその他の非表示要素ではなく、
操作する要素のみをスパイすることが重要です。 たとえば、チェックボックスをスパイする場合は、チェックボックス自体だけ

を選択し、コンテナ領域は選択しないようにします。 これは、チェックボックス要素について以下に説明されています。

以降のスライドでは、チェックボックスなどのHTML要素を操作する方法について説明します。

48
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

6.1 HTML要素の操作：HTML要素をスパイできない
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以降のスライドでは、チェックボックスなどのHTML要素を操作する方法について説明します。

ブラウザスパイモードを使用してHTML要素をスパイする場合は、特に注意が必要です。より複雑なWebサイトでは、フィールドや

その他の値の書式設定に高度なスタイルやその他の技術が使用され、HTML要素との相互作用が妨げられる可能性が

あるためです。

セクション4で説明したように、問題が発生した場合は、複数のスパイモードを使用することをお勧めします。

Foundation Trainingでは、耐障害性を提供するために、アクション図にインテリジェントな待機ステージを含めることの重要性に

ついて学びました。 ブラウザを介して表示されるWebアプリケーションおよびページを自動化する場合は、これらの待機ステージを

含めることも同様に重要です。

Webアプリケーションやページでは、一度にすべてのHTML要素をロードするわけではありません。代わりに、ページリソースを

個別に要求してロードします。 1つの要素がロードされたことを確認しても、必ずしもすべての要素がロードされているとは

限らないため、待機ステージで少し複雑さが増す可能性があります。 これに加えて、ブラウザのスパイモードを使用している

場合、ページのロードが完了したかどうかを確認するアクションは現在ありません。 この機能の強化が要求されています!

6.2 HTML要素の操作：最新のブラウザでの待機ステージ
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覚えておくと便利なヒントとして、ブラウザのスパイモードを使用してHTML要素の読み取りまたは書き込みを行う場合、

要素は画面に表示する必要があります。 現在表示しているページに要素が存在する場合は、 ブラウザのスパイモードを

使用した要素の読み取りまたは書き込みが正常に行われます。ユーザーが通常Webページをスクロールして

要素の読み取りまたは書き込みを行う場合、ブラウザーのスパイモードを使用するBlue Prismは、

ページを上下にスクロールしなくても、これらの要素の読み取りまたは書き込みを行うことができます。
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6.2 HTML要素の操作：最新のブラウザでの待機ステージ
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この問題を回避するには、インテリジェントな待機ステージを使用していくつかのチェックを行い、ページがロードされていること、
およびやり取りを試みる前に対象の要素の準備ができていることを確認する必要があります。
これらのチェックは、ロードされるページの動作と複雑さによって決定されます。

• ページが非常に基本的なものである場合は、
ページタイトルが存在し、ページ下部にフッター
または要素が存在するかどうかをチェックする
だけで十分です。

• たとえば、テーブルにデータをロードするより複雑な
ページやアプリは、インテリジェントな待機ステージ、
読み取りステージ、判断ステージの組み合わせを含む、
より堅牢なチェックを実施する必要があります!
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6.2 HTML要素の操作：最新のブラウザでの待機ステージ

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

次の演習では、前の演習で作成したBP Travel 起動アクションに復元性を追加します。これは、アクションにインテリジェントな

待機ステージを追加して、BP Travel - Log In ウィンドウ が存在することを確認するためです。

BP Travelアプリケーションは非常に基本的なものであるため、ページを正しくロードするための簡単なチェックを
実行するだけで済みます。 このためには、bptravel ヘッダーが存在し、 Log In ボタンが存在することを確認します。

演習1:待機ステージの追加

51

BP Travel - Basic Actionsのビジネス

オブジェクトを開き、起動アクションを実行します。
これにより、BP Travelがロードされ、ビジネス

オブジェクトが接続されます。

アプリケーションモデラーを開き、ブラウザの

スパイモードを使用してbptravel ヘッダーを
スパイします。 一致基準を確認して更新します。

次に、Log In ボタンをスパイして、一致基準を

調整します。 アプリケーションモデラーを閉じて
起動アクションに戻ります。
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6.2 HTML要素の操作：最新のブラウザでの待機ステージ
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起動ステージの下の図に待機ステージを

追加します。

BP Travel ヘッダーをチェックするように
待機ステージを設定します。

次に、現在の待機ステージの後に別の待機

ステージを追加し、最初の待機ステージの
コネクタから2つをリンクします。

Log In ボタンを確認するために、2番目の待機

ステージを設定します。

両方のタイムアウトステージに例外ステージを

追加し、それぞれの例外の詳細を設定します。
すべてのステージを接続します。

オブジェクトを保存し、ブラウザを閉じてから起動

アクションを実行して、目的の結果が得られるか
どうかをテストします。 完了したら、次の演習の

ためにブラウザを閉じます。
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6.2 HTML要素の操作：最新のブラウザでの待機ステージ

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

演習1：要約

演習1で完了した手順では、インテリジェントな待機ステージを使用して、オブジェクト図に復元性を追加しました。
これらの待機ステージでは、フローが次のステージに進むことを許可する前に、ページ要素が存在するかどうかがチェックされます。
要素が見つからない場合は、システム例外がスローされます。この例外は、プロセスによって回復および処理できます。

テキスト入力要素は、ユーザーがキーボードを使用して情報を入力する必要があるWebアプリケーションまたはページの

フィールドで、これらのテキストフィールドで情報がユーザーに表示されます。

Webページには、主に2種類のテキスト入力があります。textおよびtextareaです。 2つの主な違いは、 text入力が単一行入力である

のに対し、 textareaには複数行を含めることができることです。 Web開発者は、独自のプレゼンテーションスタイルを作成して

テキスト入力を重ね合わせるため、どちらも外観が異なる場合があります。

テキスト入力用のWeb要素タイプはINPUTまたはTEXTAREAです。

6.3 HTML要素の操作：テキスト人力要素

ターゲットアプリケーションまたはブラウザページが正しくロードされている、または予期した状態であると思い込まないでください。

常にインテリジェント待機ステージを使用してください：

• アクションの開始時に、アプリケーションがロードされて正しい状態にあることを確認してから、

やり取りを試みます

• アプリケーションの外観を変更する操作アクションを実行した後
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6.3 HTML要素の操作：テキスト入力要素への書き込み
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テキスト入力に情報を書き込む場合に最初に選択するツールは、標準のBlue Prism 待機ステージです。

待機ステージを使用してテキスト入力要素に書き込んでも、必ずしも望ましい結果が得られるとは限りません。 たとえば
ユーザー名フィールドに書き込もうとすると、見た目からは成功したように見えます。ただし、送信をクリックすると、値が
フィールドに正しく書き込まれていることがわかりますが、 「ユーザー名を入力してください」などのエラーメッセージが
Webページに表示されます。これは、Webページで使用されるデータ検証関数がキーストロークを予期しており、
待機ステージがそれを 「騙している」 ために発生する可能性があります。 これを回避するには、待機ステージを使用する
代わりに、操作ステージを使用してキー送信のアクションを呼び出す必要があります。

一部のWebサイトでは、一部のテキスト入力要素に最大文字数の制限があります。 待機ステージを使用すると、フィールドに

文字を入力するのではなくフィールド値を 「設定」 するため、Webサイトを騙してフィールドに多くの文字を入力させることが

あります。 フィールドにWebサイトで通常許可されている文字数よりも多くの文字が入力されている場合、データを送信または

投稿しようとするとWebサイトでエラーが発生する可能性があるため、この点に注意してください。

演習2：BP Travel ログイン

次の演習では、BP Travelアプリケーションにログインするためのアクションを作成します。

この演習でBP Travelアプリケーションにアクセスするためのユーザー名とパスワードは次のとおりです：

• ユーザー名： BluePrism
• パスワード： BluePrism
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6.3.1 HTML要素の操作：テキスト入力要素への書き込み
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BP Travel - Basic Actionsのビジネスオブジェクトを

開き、起動アクションを実行します。 これにより、
BP Travelがロードされ、ビジネスオブジェクトが
接続されます。

2つの入力パラメータを作成します。1つはユーザ名用、

1つはパスワード用です。 前述のログインの詳細を
使用して、データアイテムのデフォルト値を設定します。

ログインという名前の新しいアクションを作成します。

アプリケーションモデラーを開き、ブラウザのスパイ
モードを使用して [User Name] フィールドをスパイします。
一致基準を確認して調整することを忘れないでください。

次に、ブラウザのスパイモードを使用して
Password フィールドをスパイし、
オブジェクト図に戻ります。

起動アクションから2つの待機ステージをコピーし、

新しいログインアクションの開始時に貼り付けます。
必要に応じて、待機ステージを手動で構成できます。

書き込みステージを追加し、2番目の待機ステージ

からコネクタに繋げます。ユーザー名とパスワードを
入力するように書込みステージを構成します。
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6.3.1 HTML要素の操作：テキスト入力要素への書き込み
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演習2：要約

演習2で作成したアクションでは、標準のBlue Prism 書き込みステージを使用して、BP Travelログインフォームにログ情報を
書き込むことができます。 次の手順では、Log In ボタンをクリックしてログイン手順を完了する機能を追加します。
これについては、次のスライドで説明します。
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書込みステージを終了ステージに接続します。

ビジネスオブジェクトをリセットして保存します。

ログインアクションを実行して、ユーザー名と
パスワードがフィールドに正常に書き込まれる
ことをテストします。
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6.4 HTML要素の操作：Webボタンまたはその他の要素のクリック
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ブラウザのスパイモードを使用してスパイされたボタンやその他の要素は、標準のBlue Prism 操作ステージの
クリックアクションでクリックできます。

次の演習では、ログインアクションにBP TravelログインページのLog In ボタンをクリックする機能を追加します。

演習3：ボタンをクリックする
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ブラウザモードを使用して Log Inボタンをすでに

スパイしているので、ログインアクションに操作
ステージを直接追加できます。 これは、既存の
書き込みステージと接続されている2つの

ステージの後に配置する必要があります。

ブラウザモードを使用してSearch For ラベルを

スパイします。待機ステージでこれを使用して、
検索メニューページが予期したとおりに
ロードされたことを確認します。

手動でLog In ボタンをクリックすると、

BP Travelアプリケーションに

検索メニューページが表示されます。
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ブラウザモードで Search ボタンをスパイします。

これは後の演習で使用します。

OKをクリックしてオブジェクト図に戻ります。

ログインアクションで、操作ステージと終了
ステージ間のリンクを削除し、操作ステージの
後に待機ステージを挿入します。

待機ステージを設定して、検索ページが

ロードされたことを確認します。

例外ステージを追加し、新しい待機ステージの
タイムアウトステージに接続します。
すべてのステージをリンクします。

次に、ログインアクションを実行して、

BP travelにログインし、検索ページを
認識できることをテストします。

オブジェクトの変更をリセットして保存します。
セッションを閉じてから、起動アクションを
実行します。
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演習3：要約
演習3で行った変更によって、ログインアクションの構築は完了です。Log In ボタンをクリックする機能が追加され、待機ステージを

使用して、Log In ボタンをクリックした後に、予期される検索ページがロードされたことを確認する復元性が追加されました。

一般的なラジオボタンは、ユーザーが選択できる円形のボタンとして、いくつかの

オプションを表示します。 ユーザーは、使用可能なオプションから1つのオプションのみを

選択できます。

ラジオボタンの外観は、開発者が適用したスタイルによって異なる場合がありますが、

ユーザーにオプションの選択を提供するという点では動作は同じであり、ユーザーは
これらのオプションの1つを選択できます。 一般的なラジオボタンコントロール

ブラウザのスパイモードを使用してスパイされたラジオボタンは、Blue Prismから操作ステージを使用して操作できます。
各ラジオボタンには基本的な値が割り当てられており、この値はページに表示されるラジオボタンのラベルからはわかりにくい場合が
あります。 Webページの背後にあるHTMLコードの調査方法については、後の演習で説明します。

次の演習では、BP Travel 検索ページから検索タイプのラジオオプションを選択する新しいアクションを作成し、

アプリケーションで予約検索を実行します。要素をスパイする場合は、コンテナ要素ではなく、要素のみをスパイすることが重要です。

6.5 HTML要素の操作：ラジオボタン要素
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練習4:ラジオボタンオプションを選択する

60

選択する検索タイプ (ラジオボタン) を決定する

プロセスで使用される起動パラメータを追加します。
別の起動パラメータを作成して、検索する値を

提供します。

インテリジェントな待機ステージを使用して、
アクションの開始に適切な復元性を追加し、
検索ページが表示されることを確認します。

ブラウザのスパイモードを使用して、3つのラジオ

ボタンオプションすべてをスパイします(ラジオボタ
ンの識別にダイナミックマッチングを使用できます) 。

今度はSearch Forテキストボックスをスパイ

します。 完了したら、アクション図に戻ります。

図にロジックを追加して、選択するラジオボタン
を決定します。 これは選択ステージを使って
います。

検索ページを開いた状態で、Basic Actionsオブジェ

クトがすでにBP Travelアプリケーションに接続され
ている必要があります。 オブジェクトに新しいアクシ

ョンを作成します。予約検索 という名前を付けます。
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図に3つの操作ステージ (動的一致を使用しな
い場合) を追加し、それぞれを選択ステージの
コネクタの1つに接続します。

１番目の操作ステージのプロパティウィンドウを

開き、ラジオを選択 アクションを設定して
適切なラジオボタンを選択します。

手順⑧を繰り返して、2番目と3番目の操作
ステージを設定し、関連するラジオボタンを
選択します。

Search Typeの初期値をQuote Referenceに

変更してから、アクションのステップ実行で
ロジックをテストし、ラジオボタンを操作します。

手順⑩を繰り返して、他のラジオボタン

オプションをテストします。

書き込みステージを追加し、ラジオボタンの
選択(操作)ステージの後でこれを図に接続します。
Search Forデータアイテム値を
Search Forテキストボックスに書き込むように
書き込みステージを構成します。
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図の書き込みステージの後に操作ステージを

追加し、Search ボタンに対してクリック アクショ
ンを実行するようにステージを設定します。

操作ステージを終了ステージに接続します。

オブジェクトをリセットして保存します。

Search Typeデータアイテムの初期値をBooking 
Referenceに、Search Forデータアイテムを*(ワイルド

カード)に設定します。次に、アクションを実行します。

BP Travel 検索結果ページが表示されます。 検索結果ページの要素をスパイし、インテリ

ジェントな待機ステージでこれらの要素を使用
して、ページが予期したとおりにロードされた
ことを確認します。

アクションをリセットして保存します。 ブラウザ
ウィンドウの検索リンクを手動でクリックし、
アクションを実行して統合をテストします。
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演習4：要約

演習4では、ビジネスオブジェクトにBP Travelアプリケーションのラジオボタンを操作するアクションを作成し、 「Search Type」 および

「Search For」 入力パラメータを使用してプロセスが予約検索を実行できるようにして検索条件を定義しました。

次の演習では、検索結果を抽出して、検索結果ページは開いたままにしますが、

Basic Actionsビジネスオブジェクトは閉じることができます。

Webアプリケーションとページには多くの場合、データテーブルが含まれており、テーブルの背後にあるHTMLコードは複雑さによって

異なる場合があります。 次のセクションでは、HTMLテーブルの基本的な操作に焦点を当てます。

Blue Prism ブラウザのスパイモードでは、1つの読み取りステージでHTMLテーブル全体を読み取り、その結果をBlue Prism 
コレクションに格納できます。 ここから、プロセス設計の一部としてコレクション内の行をループできます。 この方法は、テーブルから

セルごとの読み取りを実行するよりもはるかに高速です。

テーブルコードの構築方法が原因で、単一の読み取りステージを使用してテーブルをコレクションに読み込むことができない場合が

あります。 このような場合は、アプローチをもう少し工夫する必要があります。

次のセクションでは、テーブル読み取りの実行に使用可能なオプションの一部について説明します。

6.6 HTML要素の操作：テーブル
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単一の読み取りステージを使用して標準HTMLテーブル全体を読み取る

には、ブラウザのスパイモードを使用してテーブル要素をスパイする

必要があります。 テーブルのセル、行またはテーブルのコンテナを
スパイしても、全てのテーブルデータを読み取るためにアクションが

読み取りステージに公開されることはありません。テーブル要素がいつ
スパイされたかは、アプリケーションモデラ―の要素タイプフィールドで

確認できます。 テーブル (Web) の値が含まれている必要があります。

テーブル要素をスパイするのは難しい場合があります。 ブラウザの
ズーム機能を使用してビューを拡大すると便利です。

テーブル全体がハイライト表示されるまでテーブルの端にマウスポイン
タを合わせます。テーブルにスクロールバーが含まれている場合は、
この上にマウスポインタを合わせます。

テーブル要素のスパイに成功すると、スパイされたテーブル要素の

使用時に、標準の読み取りステージでテーブルアイテムの取得アクション

を使用できるようになります。 これを使用して、テーブルデータを

コレクションに読み込むことができます。

次の演習では、読み取りステージで「テーブルアイテムを取得」アクションを

使用して検索結果データを読み取り、出力パラメータを使用してデータを

呼び出し元プロセスに渡します。

アプリケーションモデラー：テーブルとして正しく識別されたHTMLテーブル (Web)

64

スクロールバーの近くにカーソルを置いてHTMLテーブル要素をスパイする
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演習5:テーブルデータをコレクションに読み込む

新しいビジネスオブジェクトを作成し、BP Travel -
Search Resultsという名前を付けます。BP Travel -

Search ウィンドウに接続するようにアプリケーション
モデラ-を設定し、 アタッチアクションを作成します。

オブジェクトがBP Travelにアタッチされていることを確認
し、2つ目のアクションを作成して検索結果の読み取り と
いう名前を付けます。アプリケーションモデラーを開き、
ブラウザのスパイモードを使用して、結果テーブルを
スパイします。

アクション図に戻り、関連する待機ステージを

アクションの開始に追加して、結果ページが使用可能
であることを確認します。

図に読み取りステージを追加し、ステージを繋げます。

この読み取りステージを使用して、結果テーブルを
読み取ります。

読み取りステージプロパティウィンドウを開きます。

手順②でスパイしたテーブル要素を使用して、
テーブルアイテムを取得 アクションを設定します。

終了ステージのプロパティウィンドウで出力パラメータ

を設定して、結果コレクションをプロセスに戻します。
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オブジェクトをリセットして保存します。

検索結果の読み取り アクションを実行して、テーブル
データをコレクションに読み込めることを確認します。

結果コレクションを開き、 現在の値 タブを選択します。

列が空白であることに注目してください。
これについては、以下で説明します。

演習5：要約

演習5では、ビジネスオブジェクトの

アクションを開発して標準HTMLテーブルを

認識し、単一の読み取りステージを使用

してデータの行と列を読み取り、テーブル

データをコレクションに出力しました。

検索結果情報を含むこのコレクションは、

出力パラメータを使用してプロセスに

戻すことができます。

HTMLテーブルコードが標準HTMLテーブルタグを使用して各行および列を定義している場合、

テーブルアイテムを取得 アクションはテーブルデータをコレクションに読み込みます。

これは、<tr><td>My Value column 1</td><td>My Value column 2</td></tr>のようになります。

<tr>はテーブル行を示し、<td>はテーブルデータを含むテーブル呼び出しを示します。

BP Travel 検索結果テーブルの Reference 列にはテーブルデータ値が含まれておらず、

テーブルのこの列に表示される値は、表示値が割り当てられたボタンです。

この課題を解決する方法については、次のセクションで説明します。

HTMLタグを理解するための要件はありませんが、共通タグのリストは、このトレーニングコースの最後にある

付録のセクションに記載されています。
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演習5で経験したように、HTML表が標準のHTML表タグを使用していない場合は、 「テーブルアイテムを取得」 アクションで

テーブルデータをコレクションに読み込めないことがあります。

この課題を解決する方法はいくつかあります。

広く使用されている方法の1つは、読み取り対象のテーブルの行と列のそれぞれに対してカウンターを使用し、

動的Webパス属性とともにこれらのカウンターを使用して、読み取りステージ - テキストを取得アクションを使用して
各セル値を個別に読み取る方法です。

演習5：要約

演習5では、ビジネスオブジェクトのアクションを開発して標準のHTMLテーブルを認識し、単一の読み取りステージを使用して
データの行と列を読み取り、テーブルデータをコレクションに出力しました。

検索結果情報を含むコレクションは、出力パラメータを使用してプロセスに戻すことができます。

6.6.2 HTML要素の操作：非標準HTMLテーブルデータの読み取り

カウンターと動的Webパス属性の使用方法については、このトレーニングコースのセクション5.1で説明しました。
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既に強調表示されているように、 BP Travel 検索結果テーブルのReference列にはデータが含まれておらず、

表示される値はボタンの値です。

次の演習では、検索結果の読み取りアクションを展開して、Reference列も抽出されるようにします。

これは、次のものを組み合わせて使用します。

• テーブルアイテムを取得を使用して列2 - 4を読み取り、データを結果コレクションに出力します。
• カウンターと Reference列ボタン要素への動的Webパスを使用して、列1の値を抽出し、その情報を結果コレクションに

追加します。

演習6：動的Webパスを使用した列データの読み取り

BP Travel-Search Results オブジェクトで

アプリケーションモデラ―を開き、新しい要素を作成
して Reference 列の最初の行をスパイし、
セルではなく値をスパイします。

要素の一致属性を調整しますが、今回は

Webパス属性でも一致させる必要があります。

Webパス属性の値の列から値をコピーし、

メモ帳に貼り付けます。 Webパス属性のマッチタイプ を
動的 に変更します。
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検索結果の読み取り アクション図に戻り、

初期値が0 の現在の行 という名前の新しい
数値データアイテムを追加します。

繰り返しステージを図に追加し、これを結果テーブルの

読み取り ステージに繋ぎます。
繰り返しの開始ステージのプロパティウィンドウで、
結果 コレクションを選択します。

繰り返しの開始ステージと繰り返しの終了ステージの

間に計算ステージを追加し、繰り返しの開始ステージ
から計算ステージへリンクを繋ぎます。

計算ステージを構成して、結果コレクションの繰り返し

ごとに、現在の行 データアイテムの値を 1 増やします。
これは、現在のテーブルの行番号を記憶するために
使用されます。

計算ステージの後に読み取りステージを追加し、

計算ステージから繰り返しの終了ステージへ
リンクを繋ぎます。

読み取りステージのプロパティウィンドウを開き、

動的Webパスを使用して以前にスパイした要素を
要素列にドラッグします。
データ列からテキストを取得 を選択します。
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保管先列を コレクションと列1 の名
(Results.Column1 など)に設定します。
パラメーター ボタンをクリックします。

アプリケーション要素パラメータウィンドウでは、

アプリケーションモデラ―が要素にマッチングする際
使用する動的な値を指定します。
電卓アイコンをクリックして式エディタを開きます。

Webパスの値をメモ帳からコピーし (手順③) 、式エディタ

ウィンドウの式領域に貼り付けます。 この値はテキスト値
なので、二重引用符で囲む必要があります。

TR[1]はテーブルの1行目に一致するようにアプリケーション

モデラ―に伝えるので、このWebパスは列1の行1のみに
一致します。 Webパスの一致値を構築するには、現在の行
データアイテムの値を使用する必要があります。

式を更新して、テーブル行 (TR) の値を現在の行

データアイテムの値に置き換えます。 完了したら、
アクション図に戻ります。

繰り返しの終了ステージを、図の終了ステージに

繋ぎます。 変更をリセットして保存します。
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次に、改訂した検索結果の読み取りアクションを

実行します。

結果コレクションを開き、 現在値 タブを確認して、

アクションが Reference 列を読めるようになったことを
確認します。

演習6：要約

演習6では、動的Webパス属性の一致を使用して、列1 (Reference列) のどの行からデータを読み取るかを識別する方法を説明
しました。 Webパスの一致値は、読み取りステージのパラメーター領域を通じて提供され、TR [*] (テーブル行番号) 一致値は、
ループ内に含まれる計算ステージによって増分されます。

標準のテーブルアイテム取得アクションが失敗した場合に、データのすべての列と行を読み取る必要がある場合も、
同じ方法を使用できます。
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前の演習では、複数のテクニックを組み合わせてテーブルからデータを読み取りました。
これには、Webパス 属性で 動的一致 を使用して、読み取る行を指定することによる列の読み取りが含まれていました。
同様に、Webパス 属性の 動的一致 を使用して、2つの構成ループ内で読み取る列と行を示すことで、
各データセルを読み取ることができます。

前に説明したように、Webパス属性のTR [*] 値は、テーブルのどの行と一致するかを示します。
Webパス属性のTD [*] 値は、一致する列を示します。

特定のWebテーブルの行1、列2を参照するWebパス属性の例

この技法を使用してテーブルデータを読み取るには、動的Webパス属性の一致値を更新して、ハードコードされた行 (TR)
および列 (TD) 識別番号を、構成されたループ内の計算ステージによって増分される、関連する行および列の識別値を含む
データアイテムに置き換える必要があります。

現在の行と列のインジケータを含むデータアイテムを参照するWebパス属性の例

このタイプの操作を実行するBlue Prism アクションの図を次のスライドに示します。
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テーブルの行を反復処理する
繰り返し1を構築

テーブルの行の列を反復処理
する繰り返し2を構築

列と行がもう存在しないことを
確認するために使用される

復元ステージ

Web パス属性は反復処理ごとに更新され、
[Current Row] と [Current Column] 

データアイテムの値を含む

更新されたWebパスの一致値
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6.7 HTML要素の操作：チェックボックス要素

セル参照を使用して大きなテーブルを読み込むと、各行と列をループして個別に読み込む必要があるため、アクションの

パフォーマンスに影響が出ます。もし、アプリケーションがテーブルの内容を減らすためのフィルタ機能を提供しているなら、

データの読み取りを開始する前にフィルタを適用することで、アクションのパフォーマンスを向上させることができます。

同様に、アプリケーションにテーブルデータをローカルファイルにエクスポートする機能があれば、

標準的なユーティリティを使用して読み込むことができるので、これは賢明なアプローチとなります。

一般的なチェックボックスでは、ユーザーは1つのオプションまたは値を選択または選択解除、

もしくはチェックボックスをオンまたはオフにします。 チェックボックスを選択すると、HTMLコード内

のチェックボックスに割り当てられている基本値属性が使用されます。 HTMLコードで値属性が

割り当てられていない場合は、チェックボックスがオンになっているときにオンの値が使用されます。

ページに表示されるチェックボックスラベルからは、チェックボックスに割り当てられた値が
わからない場合があります。 Webページの背後にあるHTMLコードの調査については、

後の演習で説明します。

チェックボックスの外観は、開発者が適用したスタイル設定によって異なりますが、

ユーザーに1つの選択オプションを提供するという点では同じ動作になります。

チェックされていないチェックボックスの例

チェックボックスの例

ブラウザのスパイモードを使用してスパイされたチェックボックスは、必要な操作に応じて、

操作ステージまたは書き込みステージを使用してBlue Prismから操作できます。

次の演習では、チェックボックスの状態をオンまたはオフに設定する方法について説明します。
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演習7：チェックボックス要素の状態を設定する

BP TravelアプリケーションのCreate Quote リンクを

クリックし、Create Quote 画面に手動で移動します。

BP Travel-Create Quotesという名前の新しい

ビジネスオブジェクトを作成し、アタッチアクションを

設定します。アタッチアクションを実行し、

BP Travelセッションにアタッチします。

見積作成 という名前の新しいアクションを

作成し、Create Quoteフォームの各アイテムに
関連する入力パラメータを構成します。One Way
入力パラメータのデータ型がフラグ型であることを
確認します。 対応するOne Way データアイテムの
初期値をTrueに設定します。

アプリケーションモデラーを開き、待機ステージで使用

できるいくつかの要素をスパイして、Create Quotes 
ページがロードされたことを確認します。
新しいアクションの開始時に待機ステージを
設定します。
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アプリケーションモデラーを開き、ブラウザのスパイモード
を使用してOne Way チェックボックスをスパイします。

ハイライトボタンを使用して、周囲の要素ではなく
チェックボックスのみにスパイしたことを確認します。

書き込みステージを追加し、待機ステージから

終了ステージにリンクします。 One Way データアイテム
に格納されたフラグ値をチェックボックス要素に
書き込むように、書き込みステージを設定します。

リセットして、変更を保存します。次にアクションを実行し、

書き込みステージが One Way チェックボックスをチェック
することをテストします。チェックボックスの状態を手動で
変更し、アクションを再度実行します。

特定のアプリケーションやページのデザインでは、チェックボックスにイベントをアタッチし、ページを再モデル化するなど、

何らかのアクティビティを実行することがあります。したがって、イベントを発生させるようにするには、操作ステージでクリック

アクションを使用してチェックボックスをチェックまたはチェックを外す必要があるかもしれません。クリックメソッドを使用する場合は、

まず読み取りステージの チェック状態を取得 アクションを使用して、クリックする前にチェックボックスの現在の状態を取得する必要

があります。これは、ページがロードされたときにチェックボックスがすでにチェックされていた場合、クリックアクションが

チェックボックスの状態を不注意にチェックを外した状態に設定しないようにするためです。

演習7：要約

演習7では、書き込みステージを使用してチェックボックス要素の状態を設定する方法を説明しました。

76



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

6.8 HTML要素の操作：ドロップダウンリスト

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

ドロップダウンリスト要素は、ユーザーに選択をさせるため、複数の値を提示するフィールドで、

要素の設計に応じて、単一アイテムの選択または複数アイテムの選択が可能です。

ドロップダウンリストの外観は、開発者が適用したスタイル設定によって異なる場合があります。

リストの動作は、コード内でリストがどのように構成されているかによって大きく異なる場合が

あります。

ブラウザのスパイモードを使用してドロップダウンリスト要素をスパイする場合、

リストが基本HTMLリストであれば、Web要素タイプ属性値はSELECTに設定されます。

また、Blue Prismが基本ドロップダウンリストに割り当てる包括的な要素タイプはリスト (Web) です。

要素タイプリスト (Web) としてスパイされる

基本的なドロップダウンリストの例

基本的なドロップダウンリストの例

その他の値は、Blue Prismとは異なる統合方法を必要とする、より高度なアプローチを

使用してリストが構築されたことを示します。 このセクションでは、基本的なHTMLリストの

設計のみを扱います。

リストからアイテムを選択するには、通常、下向き矢印をクリックしてリストを表示し、選択す

るアイテムをクリックします。 基本ドロップダウンリストでは、Blue Prismはステージを使用し

てリストを展開せずにリストからアイテムを選択できます。

次の演習では、 BP Travel-Create Quotes 画面の To ドロップダウンリストと From ドロップダウンリストをスパイし、各リストからアイテムを

選択するための操作ステージを追加します。 この演習では、Create Quotes ビジネスオブジェクトがすでにBP Travelセッションにアタッチされて
いることを前提としています。 アタッチされていない場合は、アタッチアクションを実行してアタッチを作成します。
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演習8：ドロップダウンリストからアイテムを選択す
る

アプリケーションモデラーを開き、ブラウザのスパイ

モードを使用して、From とTo のドロップダウンリストの
要素をスパイします。 コンテナ要素ではなく、
ドロップダウンリストのみをスパイするようにしてください。

2つ目の操作ステージを開き、前の手順を繰り返し
ますが、今回はTo ドロップダウンリストを使用
します。

見積作成アクションに戻り、既存の待機ステージと

チェックボックス書き込みの設定ステージの間に2つの
操作ステージを追加します。 ステージをリンクで繋ぎます。

BP Travel の From リストの値を使用して、
From データアイテム に初期値を割り当てます。
To データアイテム についても同様です。

1つ目の操作ステージを開き、From ドロップダウンリスト
要素を使用してリストアイテムを選択 アクションを設定

します。 入力アイテムテキストをFrom データアイテムに
設定します。

アクションをリセットして保存します。 アクションを

実行して、目的の結果が得られたことを確認します。
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演習8：要約

演習8では、 見積作成アクションを展開して、 BP Travel アプリケーションのドロップダウンリストから From と To の場所を
選択しました。

追加の演習として、他のフォームフィールドをスパイしてアクションの構築を完了し、前に作成した入力パラメータを使用して

これらのフィールドに値を入力します。

Webサイトが特に複雑な場合や、必要なページに移動するためにページ間を移動する現在の方法だと時間がかかる場合は、

WebアドレスまたはURLを使用して、必要なページに直接移動する方が効率的です。これを行うには、ブラウザのスパイモードを

使用してWebページの本文をスパイしてから、スパイされた本文要素で操作ステージ → アドレスを設定 アクションを使用します。

Webページ本体のWeb要素タイプはBODYです。

このアプローチは、複数のページを移動して終了ページに到達する代わりに、移動を大幅に高速化できます。
ただし、必要なページのURLが変更された場合など、デメリットもあるので注意が必要です。

このアプローチの例を次のスライドに示します。

6.9 HTML要素の操作：Webアドレス (URL) に移動
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ページのBody要素を使用して新しいURLに移動する例
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7. 高度なトピックとテクニック

このセクションでは、WebページまたはWebアプリケーションの背後にあるHTMLコードを

調査する方法について説明します。

また、Xpath式を使用するアプリケーションモデラ―で要素を照合する方法も学習します。

最後に、Blue Prism 操作ステージを使用して、WebページにJavaScript関数を挿入して

呼び出す方法を確認します。

v 1.01 (2020)
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© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

7.1 高度なトピックとテクニック：ポップアップウィンドウ

このセクションでは、最新のブラウザとの統合に役立つ、いくつかのテクニックについて説明します。

このセクションはオプションですが、一部のテクニックは、ブラウザアプリケーションやページを自動化する際に

直面する問題の解決に役立つ場合があります。

Webアプリケーションの構築方法によっては、ポップアップウィンドウとの接点として別のビジネスオブジェクトを作成する

必要があります。 これは、 「スパイエラーが発生しました」 というエラーメッセージが表示された場合に該当します。

新しいオブジェクトは、何かを起動するのではなく、ポップアップ実行中のインスタンスにアタッチするように設定する必要があります。

ポップアップウィンドウは、通常のブラウザモードの代わりにWin 32またはUIオートメーションモードを使用してスパイする必要が

ある場合があります。 開発を高速化するには、ブラウザポップアップウィンドウを処理するために別の汎用オブジェクトを

作成することをお勧めします。

統合に個別のビジネスオブジェクトが必要なポップアップウィンドウの例
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7.2.1 高度なトピックとテクニック：ソースの表示（基本）

6.6セクションで説明したように、テーブルを扱う場合など、Webページやアプリケーションの構造を理解するために
HTMLソースコードを調べると便利な場合があります。
ページのソースコードを調べることは、必ずしも役に立つとは限りませんが、構造がより明らかになる可能性があります。

ブラウザウィンドウ内からWebページまたはアプリケーションソースのHTMLコードを調査するには、次の2つの方法があります。

オプション1：ソースの表示 (基本)

Webページを右クリックし、ポップアップメニューから

ページのソースの表示 を選択します。

WebページのHTMLコードが新しいタブに表示されます。

コードをスクロールするか、find オプションを使用して
目的の領域を探します。
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7.2.1 高度なトピックとテクニック：ソースの表示（応用）
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オプション2：ソースの表示 (応用)

ブラウザでF12キーを押して、ブラウザの

デベロッパーコンソールを起動します。

選択ツールをクリックし、Webページで調査する要素を

クリックします。

HTMLコードで選択した要素は、デベロッパーコンソール

ウィンドウで選択され、調査の準備が整います。

表示されていないHTML要素を操作できる場合があります。 たとえば、サイドバー上のリンクをクリックしても、
そのリンクが人間のユーザーには表示されない場合があります。 いくつかの実験を行った後、多くの場合、
この手法を使用することで時間を節約できます。

要素を監視してアプリケーションモデラ―に保存した後、Blue Prismが 「Unable to find element」 (要素が見つかりません) という

エラーメッセージを表示しなかったにもかかわらず、強調表示を押しても画面上で赤い四角形で強調表示されないことがあります。

よく見ると、ページの左上隅に1 x 1の小さな赤いピクセルが強調表示されていることがわかります。 これは、Webページが

JavaScriptなどのクライアント側のコードで操作する、サイズがゼロの不可視の要素を示していることがよくあります。

7.3 高度なトピックとテクニック：見えない要素
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7.4 高度なトピックとテクニック：XPath
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XPathは、World Wide Web Consortium (W3C) の公式勧告です。 XMLやHTMLファイルなどの構造化ファイル内の情報を検索する

ための言語を定義します。 サポートされている文書型の要素と属性を横断するために使用されます。 XPathは、XML文書または

HTML文書から関連情報を識別するために使用できる様々なタイプの式を提供します。

このセクションでは、XPathで使用可能な関数と機能については説明しませんが、Webページ要素のXPathを取得する方法と、

属性一致の一部としてアプリケーションモデラ―でXPathを使用する方法について説明します。

前に説明したように、アプリケーションモデラ―のWebパス属性を使用してページ要素を一致させることができます。
Webパスの一致値は、識別操作中に入力され、対象の要素への完全なXPathと見なされます。
このWebパスは、目的の要素を見つけるため、Webページ要素を横断するために使用されます。

Webパス属性の例

Webパスの値をXPath式で置き換えることができます。これは、特に標準のWeb パスが静的でない
(つまり、ページがロードされるたびに変更される) 場合に、ページ要素を識別するのに便利なオプションです。
また、ブラウザモードでは手動でスパイできない非表示要素との統合も可能になります。

XPath式を使用して 「departing」 要素を識別するWebパス属性の例

次のセクションでは、最新のブラウザがXPath式の抽出に使用できる機能をどのように備えているかを見ていきます。

このXPath式は、アプリケーションモデラ―内の要素の一致条件で使用できます。
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7.4.1 高度なトピックとテクニック：ブラウザを使用したXPath式の抽出
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演習1：XPath式の抽出

ブラウザを開き、http://bptravel.blueprism.com/ に

移動します。 次に、F12キーを押して
デベロッパーコンソール機能を開きます。

選択ツールを使用して、 BP Travel User Name

テキストボックスをクリックします。 要素が
デベロッパーコンソール ウィンドウで強調表示されます。

コンソールウィンドウで選択した要素を右クリックし、

コピー → Xpathをコピー 、または コピー → Xpath を
選択します。

メモ帳を開き、抽出した値を貼り付けます。

この値は、要素の識別に使用できるXPath式です。

演習1：要約
演習1では、最新のブラウザーのデベロッパーコンソール領域を使用して、
XPath式を抽出する方法を学びました。

抽出されたXPath式は、次の演習のアプリケーションモデラ―で使用するため、
保持する必要があります。
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7.4.2 高度なトピックとテクニック：アプリケーションモデラーでのXPath式の使用

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

演習2：アプリケーションモデラーでのXPath式の使用

Web パス要素を見つけ、この属性でマッチ?の

チェックを有効にします。 値 列から値を削除します。

強調表示を押して、XPath式のみを使用して

User Name フィールドを識別できることを確認します。
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ブラウザを開き、 http://bptravel.blueprism.com/ に移動

します。BP Travel - Basic Actions ビジネスオブジェクト
を開き、ブラウザセッションにアタッチします。

アプリケーションモデラーを開き、先程のUser Name

要素を探します。既存の属性のマッチ?のチェックを
すべて外します。

メモ帳からXPath式をコピーし、Web パス属性の値の

欄に貼り付けます。
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7.4.2 高度なトピックとテクニック：アプリケーションモデラーでのXPath式の使用
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7.5 高度なトピックとテクニック：JavaScriptの挿入と起動

演習2：要約

演習2では、アプリケーションモデラ―のWebパス属性で、以前に抽出したXPath式を使用してWeb要素を識別する方法を説明しました。

自分で接続しているWebページの、HTMLで定義されているJavaScript関数を呼び出すと便利な場合があります。 これを行うには、

JavaScript関数を呼び出す アクションを使用します。 このアクションは、呼び出される関数の名前とJavaScript関数に渡される

引数の2つの入力を受け取ります。 アクションがステップオーバーされると、指定した関数がブラウザ内で実行されます。

メソッドと変数を組み合わせた独自のJavaScriptコードを作成し、そのコードをWebアプリケーションで実行することもできます。

たとえば、データアイテムに実行するコードを作成したら、JavaScriptフラグメントを挿入 アクション を使用できます。
このアクションにより、指定したコードがターゲットドキュメントに配置され、 JavaScript関数を呼び出す アクションを使用して

そのコードを呼び出すことができます。

ブラウザのスパイモードを使用してページ要素をスパイする場合は、
JavaScriptの起動 と JavaScriptの挿入 アクションの両方を操作ステージで使用できます。
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7.5 高度なトピックとテクニック：JavaScriptの挿入と起動
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次のアクション例に示すJavaScript 挿入ステージは、入力 [JavaScript Function] を受け取ります。
これは、カスタムJavaScriptコードを保持するテキストのデータアイテムです。 JavaScriptの起動ステージには2つの入力が必要です。
呼び出すブラウザアプリケーションソースコード内に保持されている関数の名前(この場合は「sayHello」)およびその関数に渡す引数で、
引数を渡さない場合は、入力を 「 [] 」 に設定する必要があります。

強調表示されたステージを実行すると、挿入されたJavaScript関数がブラウザアプリケーションで実行されます。

アクション例：JavaScript関数の挿入と呼び出し
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7.5 高度なトピックとテクニック：JavaScriptの挿入と起動
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JavaScript関数の例

Webページのソースコードで使用可能な任意のJavaScript関数を呼び出すことができますが、Web開発者はJavaScriptソースコードを

難読化することが多いため、呼び出す必要がある関数の判別に時間がかかるだけでなく、リスクも伴います。

どちらの手法も、アプリケーションが意図していないことを強制する可能性があるため、注意して使用する必要があります。
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8. V6.9+ トレーニング補足

このトレーニング付録では、Blue Prismバージョン6.9+およびブラウザ拡張バージョン2.2.1から

導入された改善点と追加機能について説明します。

このセクションは、このトレーニングコースの他のすべてのセクションを修了した後に

確認する必要があります。

v 1.01 (2020)
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8 V6.9+トレーニング補足：改善点の概要
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I. 複数ブラウザの操作

Blue Prism ランタイムリソース (デジタルワーカー) とブラウザ拡張が改善され、複数のブラウザセッションを開いて

各セッションと統合できるようになりました。

II. アプリケーションナビゲーター

アプリケーションナビゲーターは、Internet Explorerを使用した自動化に使用できました。

これは、Chrome、Edge、Firefoxの機能に追加されました。

アプリケーションナビゲーターは、ページのHTMLをツリーのように表現し、通常のスパイモードでは操作が困難な要素を

ユーザーが識別できるようにします。 Chrome、Edge、Firefox アプリケーションナビゲーターの各機能は、

Internet Explorerと同等の機能よりも高いパフォーマンスが期待されています。

III. CSSセレクタ属性

新しい属性がアプリケーションモデラ―に追加され、CSSとXPath、または他の一致する属性の組み合わせに基づいて

Web要素を一致させることができるようになりました。

IV. 親ドキュメント読み込み完了

このアクションは、Internet Explorerを使用した自動化の待機ステージで使用できました。

これは、Chrome、Edge、Firefoxの機能に追加され、ページの親ドキュメントのロードが完了したことを確認する機能を提供します。

V. Webパス属性

属性の一致する値が、WebパスとXPath識別子の両方を受け入れることを正しく反映するために、
この属性の名前がWeb Path/XPathに変更されました。
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VI. マウスを合わせる

新しい機能が追加され、操作ステージ内の新しい 「Hover」 アクションを使用して、

Web要素の 「onmouseover」 イベントを発生できるようになりました。

VII. HTMLを取得

このアクションは、Internet Explorerを使用した自動化の読み取り段階で使用できました。

これはChrome、Edge、Firefoxの機能に追加され、スパイされた要素からHTMLを抽出する機能を提供します。

VIII. 複雑なテーブルとの統合の改善

これらの項目のいくつかについては、以降のスライドで詳しく説明します。
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8.1 V6.9+トレーニング補足：複数ブラウザの操作
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Blue Prismバージョン6.9から、複数のブラウザセッションを開いて操作する機能が導入されました。

この機能は、起動アクションの実行時に自動的に生成され、ブラウザセッションに関連付けられる
トラッキングID出力パラメータの導入によって実現されます。

起動アクション - 新規トラッキングID出力パラメータ

n トラッキング IDの値は出力パラメータを使用して
プロセスに返されます。

n 次に、プロセスはトラッキングID値を
入力パラメータを介してビジネスオブジェクト
アクションと共有します。

n トラッキングIDは、読み取り、書き込み、および
待機の各段階で使用され、ブラウザ拡張が統合
するブラウザセッションを決定します。

n Blue Prismが各セッションを起動し、各セッションに
トラッキングIDが設定されている場合にのみ、
複数のブラウザの操作が可能です。
今後の拡張では、この制限を解消する予定です。
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8.2 V6.9+トレーニング補足：アプリケーションナビゲーター
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このトレーニングコースのセクション4.4では、UI オートメーションナビゲーターを使用して、標準の識別製品能力では識別できない
スパイ要素を支援する方法を学習しました。 この機能は、検出された各UI要素をアプリケーションツリーに戻し、
アプリケーションツリーから関連する要素を検索して選択できます。

Blue Prism V 6.9からは、ブラウザのアプリケーションモードを使用する際にアプリケーションナビゲーターが
アプリケーションモデラ―に追加されました。 これはUI オートメーションナビゲーターと同じ機能を提供しますが、
HTMLページの操作に最適化されています。 ページを構成するすべてのHTML要素をアプリケーションツリーに戻し、
アプリケーションツリーで関連要素を検索して選択できます。

可能な場合は、Webページおよびアプリケーションとのすべての統合はブラウザスパイモードを使用して完了する必要があるため、
標準のスパイモードを使用してスパイできないページ要素がある場合は、最初にアプリケーションナビゲーターを使用して
その要素の検索を試みる必要があります。 これが成功しない場合は、UI オートメーションナビゲーターとその他の手法の
使用に戻ります。

アプリケーションモデラー - アプリケーションナビゲーター
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8.3 V6.9+トレーニング補足：親ドキュメント読み込み完了
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このトレーニングコースのセクション6.2では、Blue Prism待機ステージの使用方法と、堅牢な自動プロセスソリューションの作成に
おける重要性について説明しました。 ここで説明したアプローチは、統合を試みる前にページが完全にロードされたことを確認
するために、複数の待機ステージを使用することでした。

Blue Prismバージョン6.9以降では、親ドキュメントがロードされたかどうかをチェックする機能が待機ステージに追加されました。
これにより、 Chrome、Edge、Firefoxを自動化する際の待機ステージ機能が、 Internet Explorerの自動化時に
既に提供されている待機機能と一致します。

この新しい機能により、アクションの開始時に複数の待機ステージを設定する必要がなくなりますが、

アプリケーションページのビルドと動作によって、デプロイする最適なソリューションが決まります。

要素がブラウザモードを使用してスパイされた場合、親ドキュメントのロード条件は待機ステージで使用できます。親ドキュメントの
ロード条件が設定されると、待機ステージは、スパイされた要素の親ドキュメントがロードされるか、タイムアウト値が期限切れに
なるまでフローを一時停止します。

待機ステージ-親ドキュメントのロード条件
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8.3 V6.9+トレーニング補足：HTMLを取得
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Webアプリケーションまたはページ内の要素から値を読み取るときに、問題が発生することがあります。 これは、複雑さのためにWeb

要素の読み取りのパフォーマンスが低下しているか、またはページがどのように構成されているかの結果である可能性があります。

Blue Prismバージョン6.9から、新しいアクションが読み取りステージに追加され、これらの課題に対応できるようになりました。
HTMLを取得：このアクションは、スパイされた要素の未加工のHTMLを抽出します。 これは、単一のページ要素の場合もあれば、

ページ全体のHTMLの場合もあります。 どちらの方法でも、未加工のHTMLはBlue Prismテキストデータアイテムに出力され、
読もうとしている値が含まれます。

未加工のHTMLを解析し、文字列式または正規表現 (あるいはその両方) を使用して必要な値を抽出できます。

Utility ビジネスオブジェクトは、未加工のHTMLからの値の解析に役立つ、正規表現を含む多くの文字列式を提供します。

読み取りステージ-HTMLアクションの取得
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

付録：一般的なHTMLタグ

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

タグ 説明

<a> ハイパーリンクを定義します

<area> イメージマップ内の領域を定義します

<b> 太字のテキストを定義します

<body> ドキュメントボディを定義します

<blockquote> 別のソースから引用されるセクションを定義します

<br> 1行の改行

<button> クリック可能なボタンを定義します

<div> ドキュメント内のセクションを定義します

<em> 強調するテキストを定義します

<embed> 外部アプリケーションのコンテナを定義します

<fieldset> フォーム内の関連要素をグループ化します

<footer> ドキュメントまたはセクションのフッターを定義します

<form> ユーザー入力用のHTMLフォームを定義します

<frame> フレームセット内のウィンドウ (フレーム) を定義します

<frameset> フレームセットを定義します

<h1> to <h6> HTML見出しを定義します

<head> ドキュメントのメタデータ/情報を含みます

<header> ドキュメントまたはセクションのヘッダーを定義します

<html> HTMLドキュメントのルートを定義します

<iframe> インラインフレームを定義します

<img> イメージを定義します

<input>
テキストボックスやラジオボタンなどの入力コントロールを

定義します

<li> リスト項目を定義します

タグ 説明

<map> イメージマップを定義します

<meta> HTMLドキュメントに関するメタデータを定義します

<object> 外部アプリケーションのコンテナを定義します

<p> 段落を定義します

<param> オブジェクトのパラメータを定義します

<picture> 複数のイメージリソースのコンテナを定義します

<pre> 書式設定済みテキストを定義します

<progress> タスクの進捗状況を表します

<script> javascriptなどのクライアント側スクリプトを定義します

<select> ドロップダウンリストを定義します

<strong> 重要なテキストを定義します

<style> ドキュメントのスタイル情報を定義します

<table> テーブルを定義します

<tbody> テーブル内の本体コンテンツをグループ化します

<td> テーブルのセルを定義します

<textarea>
マルチテキスト入力コントロール (テキスト領域) を

定義します

<tfoot> テーブルのフッターの内容をグループ化します

<th> テーブルのヘッダーセルを定義します

<thead> テーブルのヘッダーの内容をグループ化します

<title> ドキュメントのタイトルを定義します

<tr> テーブルの行を定義します

<ul> 順序付けられていないリストを定義します

<var> 変数を定義します
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このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。

付録：一般的なHTMLタグ

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。

HTMLタグの完全なリストは、W3Schoolsのサイト (https://www.w3schools.com/TAGS/default.ASP) で確認できます。
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1.2 はじめに：学習目標

Thank you!

これでトレーニングは終わりです。

© 2020 Blue Prism株式会社。 配布、コピー、変更などの不正使用は禁止されています。「Blue Prism」 、「Blue Prism」ロゴ、およびPrismデバイスは、Blue Prism株式会社の商標または登録商標です。全ての権利を留保します。 101



Blue Prism
最新のブラウザオートメーション

nブループリズム大学

このトレーニングコースでは、最新のブラウザを使用して表示され、Blue Prismを

使用して自動化されたWebベースのアプリケーションとページの自動化の概要

について説明します。 このコースでは、必要な設定手順を説明し、セッションを

起動して接続する方法を示し、ブラウザウィンドウ内でエレメントを操作する際に

役立つヒントやテクニックを紹介します。
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トレーニングコースの一環としてBlue Prismが提供するトレーニング資料およびその他の文書 (以下 「トレーニング資料」 ) は、Blue Prismの知的財産および機密情報です。

これらは、お客様の会社にライセンス供与されているBlue Prismソフトウェアと組み合わせてのみ使用するものとし、トレーニング教材はそのライセンスの条件に従います。

さらに、Blue Prismは、トレーニングを目的とする場合に限り、トレーニング資料を非生産的および非商業的な能力で使用する個人的、取消可能、譲渡不可能、非独占的な

ライセンスをお客様に付与します。 お客様は、お客様の運用方法に準拠するために必要な範囲で、トレーニング資料を社内で使用するために変更または改変することが

できます。ただし、 (a) 各コピーには、トレーニング資料に含まれるすべての著作権および所有権に関する通知が含まれていることを確認するものとします。ロ当該写しの所在

及び使用状況を記載した書面を保存すること。(c) 要請があった場合には、当該記録の写しをBlue Prismに提供し、かつ、Blue Prismが要請があった場合には、当該写しを

随時検証することを認めること。

疑いを避けるために、ライセンスまたは本規約で許可されている場合を除き、 (a) トレーニング資料の全体または一部をコピー、翻訳、リバースエンジニアリング、逆アセンブル、

修正、適合、派生物の作成、逆コンパイル、マージ、分離、逆アセンブル、ソースコードの決定、またはバイナリコードまたはその他の人間が認識できる形式に変換することは

できません。(b) トレーニング資料の全部または一部のサブリース、リース、譲渡、販売、サブライセンス、賃貸、輸出、再輸出、担保設定、同時使用の許可、その他の権利の
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